
応募者名：福島市　	


平成２５年月	


事業の名称：県北都市計画道路事業　栄町置賜町線	


実施都市名：福島市	


様式３�

※全てのシートにおいて、用紙背景・字体・	

　色・またシート枚数については加工厳禁	

　なお、事業前･後写真シートは１シートを　　	

　厳守とし、写真は複数枚添付可とする	




　本路線は主要地方道福島・飯坂線と国道１３号を結ぶ幹線道
路であり、沿線は事務所、飲食店等が建ち並ぶ繁華街として親
しまれているが、整備前は西から東への一方通行であり、歩道
がないため通行上危険な状況にあった。	

　そのため、本事業により道路拡幅と歩道整備さらに自転車道
を整備することで安全で円滑な歩行者・自転車回遊ルートを確
保し、地域と連携を図ることでにぎわいを創出。さらに電線類地
中化により景観を整備することで中心市街地の活性化に寄与
するため整備したものである。 　	


事　業　目　的	


　	

事業名称：県北都市計画道路事業	

路  線  名：栄町置賜町線	

事業箇所：福島市置賜町地内	

事業延長：Ｌ＝220ｍ	

幅　　　員：全幅員22ｍ（車道部10.5m（2車線）、歩道（北側）6.5m、（南側）5.0m）	

事  業  費：34億7,800万円	

事業実施期間：平成6年度～平成22年度（平成23年4月27日完成）　	

　   
    本事業は、道路拡幅、歩道 
設置、電線類地中化、さんかく 
広場整備及び関連２市道の美 
装化を行うことで中心市街地の 
安全な交通の確保と魅力あるま 
ちづくりを行っている。	


事　業　概　要　	




事　業　位　置　図	


全体図（平面図・横断図）	


※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います	


S=1:2,500	
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「その他の事業効果」	


	

	


栄町置賜町線の整備効果アピール資料	


○事業概要	

事  業  名：	

路  線  名：	


事業箇所：	

事業延長：	


幅　　　員：	

総事業費：	

事業期間：	


○交通量調査結果	

供用前　実測 
供用後　実測 
・交通量の推移	

　	


この１枚で事業の概要及び事業効果がわかるものを添付願います。　　　　　なお、
定量的な効果のみにとらわれるのではく、事業を実施したことによる定性的な効果、
例えば、周辺環境に配慮した整備を行ったものなども添付する。	


なお、このページにおけるフォーマットは変更可といたしますが、背景は白地のま
ま変更不可で願います。	


「吾妻通り協栄会」 
○沿線権利者・住民等及び事業者、置賜町・栄町の
各町会、商店会等から推薦を受けた者、商工会議所
等で組織する「吾妻通り協栄会」で平成20年4月から平
成23年2月まで、計32回にわたり、まちづくり・みちづく
りの検討を実施した。 
北側歩道部	


○自転車道を設け、駅東口方面・自転車駐車場から
の動線を確保した。	


○自転車と歩行者の通行箇所を分離した。 
南側歩道部	


○御影石との調和を考慮しつつ輝度比確保のためグ
レー系視覚障害者誘導ブロック使用した。	


ストリート・ファニチャー	


○植栽島等の石は、東北電力㈱旧福島営業所から譲

り受けた御影石を使用した。	


梨の木と植栽島	


○道路に支障した東北電力㈱旧福島支店前庭の梨の
木(樹齢推定100～150年)を車線変更により残すとと
もに、同旧福島営業所１階腰壁部分に使用されてい
た御影石を譲り受け、梨の木の植栽島の周囲の石に
再利用した。 
地域への貢献	


○開通後、さんかく広場を拠点に、各種イベントが開催
され、中心市街地の活性化に寄与している。	


【事業の効果】 
○車両相互通行が可能となり、周辺道路の渋滞緩和が図られた。特に平行するバス路線の渋滞
が緩和され公共交通の利用促進にも寄与した。 
○交通量：12時間交通量が2,244台から3,051台へと増加している。 
 
 
 
 
 
○無電柱化：電線類地中化により、都市景観の向上と快適な都市環境が形成されたとともに、災
害発生時において安全性の高い避難・支援経路が確保された。 
○地元イベント：整備を契機としてイベントが増加し、まちの賑わいづくりに寄与している。 
【イベント利用件数：事業前6件→事業後24件】	


交通量増減図な
どを添付	


自転車道と歩行者を分離 	
 

ストリートファ
ニチャー 	
 

「吾妻通り協栄
会」会議の様子 	
 

御影石を使用した歩道 	
 

山車フェスタ：復興支援のために青森ねぶた、秋田の
竿灯も特別参加。（平成2244年66月撮影） 	
 

事業前 	
 事業後 	
 

交通量比較（12h:平日） 自動車 二輪車 歩行者
平成21年　実測 2,244台 709台 1,045人
平成24年　実測 3,051台 671台 2,055人

交通量比較（12h:休日） 自動車 二輪車 歩行者
平成21年　実測 1,266台 429台 600人
平成24年　実測 2,249台 549台 2,460人



※違うアングルで複数枚添付願います	

　　添付にあたっては、１シート内とし、写真の

大きさは自由とする。	


事　業　前　写　真	


平成○年○月撮影	


事業前写真２	


事業前写真３	


平成○年○月撮影	


①まちなみは雑然とし電柱や空
中の電線が景観を阻害している 
（平成１８年２月撮影）	


①逆方向より撮影	


②幅員減少箇所にタクシーが待機して
おり通行人は道路中心部を通行せざる
を得ない　（平成１８年２月撮影）	


③歩道と車道が分離されていない 
（平成１３年５月撮影）	
 ③逆方向より撮影	




事　業　後　写　真	
 平成　　年　　月撮影	


※違うアングルで複数枚添付願います	

　　添付にあたっては、１シート内とし、写真の

大きさは自由とする。	


※人や自動車等に利用されている事が	

よく分かる写真を添付願います。　　	


事業後写真２	
 事業後写真３	


平成○年○月撮影	

平成○年○月撮影	


○歩道と車道が分離され、歩行者や自転車が安全に通行することができる。また、電線類地中化により電柱
と空中の電線で雑然としていた景観が改善された。（平成２３年４月撮影）	


○「吾妻通り協栄会」との合意形成により
実現したイベント広場「さんかく広場」（平
成２３年４月撮影）	


①ストリート
ファニチャー 
東北電力㈱旧
福島営業所を
取り壊す際に
譲り受けた御
影石を植栽島
周囲の石に再
利用（平成２３
年４月撮影）	


②ストリートフ
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譲り受けた
御影石で東
北電力㈱旧
福島営業所
１階腰壁部を
再現。上部
の波型はサイ	
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第６回全国やきとリンピックinふくしま 
７大やきとりの街（室蘭・美唄・福島・東松山・長
門・今治・久留米）を中心とした全国の名物やきと
りを実演販売。また、当日は“やきとりまつり”と同
時開催とし、鶏肉を中心に福島の鶏食文化をＰＲ。　　　　　　　　　　
（平成２４年１０月撮影）	


	



